
セミナーのご案内

セミナー名 ： ST140605（木質バイオマスの調達／コストの実態と課題） DMセミナー申込用紙

月  　日

会社名
団体名

部署・役職

住　所

TEL FAX

E-mail

氏　名

ふりがな 〒

※申込みに関する連絡に使用するため, 
E-ｍａｉｌアドレスまたはFAX番号をご記入下さい。

※左記ご記入の上,   FAX  03-3261-0238
   までお申込みください。

支払方法

□振込
□当日現金

※銀行振込の場
合は振込予定日
を記載ください

■お申込み方法
　必要事項をご記入の上、ＦＡＸでお申込みください。
　または当社ホームページからお申し込みください。
■受付完了のご連絡
受付完了後、3営業日以内に請求書、受講券、会場案内図を郵送いたし
ます。※お申込み後7日以上経っても受講券・請求書がお手元に届かな
い場合は、弊社までご連絡ください。
セミナー申し込み後、受講をキャンセルされる場合は、必ず開催日前日か
ら起算して10日前までにご連絡ください。それ以降のご連絡及び、当日
欠席の場合、返金はいたしかねますので、代理の方のご出席をお願い
いたします。代理の方も出席できない場合は資料の送付で出席に代えさ
せていただきます。受講料未入金のまま当日ご欠席されてもキャンセル
にはなりません。全額請求させていただきますので予めご了承ください。
■お支払
銀行振込にてお願いいたします。
受講料のご入金は、開催日までにお願いいたします。やむなく開催日以
降にご入金の場合は、当日現金でお支払またはお申込みの際に振込予
定日をご記入ください。銀行振込の場合、領収証の発行はいたしません。

■個人情報の取り扱い
ご記入の個人情報は、商品の発送、事務連絡、ご案内等に使用いたし
ます。

通信欄

STbook会員（無料）に　□登録する　□登録済み
※E-mailアドレスが必須です。
※左に　印をつけてご入会いただくと、この申込
　からSTbook会員価格で申込できます。

今後、弊社からのご案内が不要な方は
以下に　 印をつけてください。
□郵送DM不要　　□E-mail不要

TEL 03-3261-0230　FAX 03-3261-0238　http://www.stbook.co.jp/
〒101-0051　東京都千代田区神田神保町2-8 DSビル3Ｆ

2014年6月5日（木）　13:00～16:40
連合会館 4階 404 （東京都千代田区神田駿河台3-2-11）
32,400円　　STbook会員価格　30,700円　＊資料付き
　2名様以上でお申込の場合（お1人様：23,700円　STbook会員価格　22,060円）
 　　→同一会社・法人からの同時申込に限り、上記価格を適用します。

日 時
会 場
受講料

木質燃料のサプライチェーンと調達コスト～森林チップを中心にして～　（13:00～14:45）

　　　　　熊崎 実　氏  筑波大学名誉教授
    木質バイオマスエネルギー利用推進協議会　会長　　日本木質ペレット協会　会長

1.　木質バイオマスのエネルギー変換：全体の概観
2.　木質燃料の類別と仕向け先
3.　森林チップのサプライチェーンと調達コスト
4.　スウェーデンとドイツに見る森林チップの価格動向
5.　日本の課題
　　・割高な森林チップの生産コストをどう引き下げるか
　　・玉石混交の森林チップの分別利用をどう進めるか

木質バイオマスリサイクル事業者からみた国内木質資源評価　－国内・輸入木質資源の調達・コスト・LCAの評価と課題－（仮題）
　（14:55～16:40）
　　　　　前田 雅之　氏　　フルハシＥＰＯ（株）　開発本部　執行役員　開発本部長

　木質を原料とするバイオマス発電は、木質バイオマスの収集あるいは調達に苦戦し、計画通りの稼働率を得られていないことが多い。ま
た、輸入材と比較し国内木質資源はコスト高であるだけなく、LCAでも不利になるなど、課題が多い。本講演では、木質バイオマスのリサイ
クル、カスケード利用など原料の供給だけでなく、木質バイオマス発電事業にも取り組んでいる事業の立場から見えてくる、これらの実態と
課題について説明する。
1.　国産材の生産コスト　　　2.　LCA評価　　　3.　木質バイオマスのコスト　　　4.　バイオマス発電：原料調達の実態と事例
5.　国内木質資源コストの課題

STbook会員とは当社ホームページの
登録会員（ログイン機能）です。（無料）

※講師・内容は予告なく変更することがあります。予めご了承ください。

木質バイオマスの調達／コストの実態と課題
 －エネルギー原料としての利用－

（税込）

　森林資源などの木質バイオマスは地産地消あるいは森林の活用という観点から、利用価値の高い原料の一つとして、常に取り上げられてきました。
しかし、FIT制度の適用後でも木質バイオマス発電の成功例は多くはありません。その大きな原因は、木質原料の調達（量・質・コスト）の不安定さにあ
ります。また、コストや流通などの基礎的な情報が整えられていないことも参入や成功を難しくする要因となっていました。しかし、業界団体等の努力によ
り、サプライチェーンやコストがようやく明らかになりつつあります。
　本セミナーでは、木質バイオマスの利用推進を牽引してきた熊崎実氏による森林チップのサプライチェーンや最新の動向、日本の実情・課題など全
体像の解説に加え、フルハシEPOの前田氏には木質バイオマス原料の供給・リサイクル事業者の立場からお話しいただきます。
　現場発の情報を得られる場として、木質バイオマスのエネルギー利用を検討されている事業者の方はもちろん、マテリアル利用をお考えの方もご参
加をお薦め致します。 
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終了しました


